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平成２９年９月５日～９月２１日 

町議会定例会会議録 

 平成２９年９月５日第４回上三川町議会定例会は、上三川町役場議場に召集された。 

１．応招議員は、次のとおりである。 

   第１番 篠塚 啓一   第２番 宇津木宣雄 

   第３番 海老原友子   第４番 神藤 昭彦 

   第５番 小川 公威   第６番 志鳥 勝則 

   第７番 髙橋 正昭   第８番 稲川  洋 

   第９番 石﨑 幸寛   第10番 勝山 修輔 

   第11番 生出 慶一   第12番 稲見 敏夫 

   第13番 松本  清   第14番 稲葉  弘 

   第15番 田村  稔   第16番 津野田重一 

２．出席議員は、次のとおりである。 

   第１番 篠塚 啓一   第２番 宇津木宣雄 

   第３番 海老原友子   第４番 神藤 昭彦 

   第５番 小川 公威   第６番 志鳥 勝則 

   第７番 髙橋 正昭   第８番 稲川  洋 

   第９番 石﨑 幸寛   第10番 勝山 修輔 

   第11番 生出 慶一   第12番 稲見 敏夫 

   第13番 松本  清   第14番 稲葉  弘 

   第15番 田村  稔   第16番 津野田重一 

３．欠席議員 

   なし 

４．職務のため本会議に出席した者は、次のとおりである。 

   議会事務局長 石戸  実  書記（総務係長） 遠井 正 

５．地方自治法第１２１条の規定により出席した者は、次のとおりである。 

   町  長      星野 光利    副 町 長      隅内 久雄 

   教 育 長      森田 良司    総務課長      田中 文雄 

   企画課長      枝  博信    税務課長      伊澤 幸延 

   住民生活課長    小島 賢一    福祉課長      田仲 進壽 

   健康課長      梅沢 正春    保険課長      川島 信一 

   産業振興課長    石﨑  薫    都市建設課長    伊藤 知明 

   建築課長      川島 勝也    上下水道課長    小林  実 

   農業委員会事務局長 小池 光男    会計管理者兼出納室長 吉澤 佳子 

   教育総務課長    枝  淑子    生涯学習課長    星野 光弘 

   代表監査委員    舘野 治信 



 

６．本会議の事件は、次のとおりである。 

   日程第１  会議録署名議員の指名 

   日程第２  会期の決定 

   日程第３  報告第３号 議会の委任による専決処分事項の報告について（町道に係る事故の和

解） 

   日程第４  報告第４号 平成２８年度上三川町一般会計継続費精算報告について 

   日程第５  報告第５号 平成２８年度健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 

   日程第６  報告第６号 公益財団法人上三川町農業公社の経営状況説明書の提出について 

   日程第７  議案第59号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 

   日程第８  議案第60号 上三川町個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について 

   日程第９  議案第61号 上三川町税条例等の一部を改正する条例の制定について 

   日程第10  議案第62号 財産の取得について（消防ポンプ自動車） 

   日程第11  議案第63号 上三川町地域福祉センターの設置及び管理に関する条例並びに上三川

町障がい者自立支援施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について 

   日程第12  議案第64号 上三川町放課後児童クラブ指定管理者の指定について 

   日程第13  議案第65号 平成２９年度上三川町一般会計補正予算（第３号） 

   日程第14  議案第66号 平成２９年度上三川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

   日程第15  議案第67号 平成２９年度上三川町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

   日程第16  議案第68号 平成２９年度上三川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

   日程第17  議案第69号 平成２９年度上三川町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

   日程第18  議案第70号 平成２９年度上三川町水道事業会計補正予算（第１号） 

   日程第19  議案第71号 平成２８年度上三川町一般会計歳入歳出決算の認定について 

   日程第20  議案第72号 平成２８年度上三川町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定

について 

   日程第21  議案第73号 平成２８年度上三川町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

   日程第22  議案第74号 平成２８年度上三川町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

   日程第23  議案第75号 平成２８年度上三川町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

   日程第24  議案第76号 平成２８年度上三川町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定

について 

   日程第25  議案第77号 平成２８年度上三川町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定につ

いて 

   日程第26  陳情第４号 農業者戸別所得補償制度の復活をもとめる陳情 
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午前１０時００分 開議 

○議長【津野田重一君】 皆さん、ご起立、願います。 

（全員起立） 

○議長【津野田重一君】 おはようございます。 

（議員・執行部 一同礼） 

○議長【津野田重一君】 ご着席ください。 

 平成２９年第４回上三川町議会定例会の開催に当たり、一言ご挨拶を申し上げます。 

 本定例会は、平成２８年度決算を審議する大変重要な会議であります。議員各位には慎重に審議を尽

くされ、町民の負託に応えられますようご期待を申し上げます。また、議会運営につきましてもご協力

をお願い申し上げまして、開会の挨拶といたします。 

 ただいまから平成２９年第４回上三川町議会定例会を開会いたします。 

 これから本日の会議を開きます。 

 なお、議場内が暑くなっておりますので、上着の脱衣を許可いたします。 

 ただいま出席している議員は１６人です。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【津野田重一君】 日程に入る前に諸般の報告をいたします。 

 議会事務局長に報告させます。議会事務局長。 

○議会事務局長【石戸 実君】 それでは、諸般の報告をいたします。 

 まず、監査関係では、例月現金出納検査結果が、平成２９年５月分から７月分までの３カ月分、平

成２９年７月に実施された財政援助団体等監査結果報告、及び行政監査結果報告が提出されております。 

 次に、組合議会関係では、平成２９年第３回小山広域保健衛生組合議会臨時会審査結果が提出されて

おります。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

○議長【津野田重一君】 諸般の報告内容につきましては、お手元に配付の資料のとおりであります。 

 日程に入ります。本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【津野田重一君】 日程第１、会議録署名議員の指名を議題といたします。 

 会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員に、６番・志鳥勝則君、７番・髙橋正昭君を指名

いたします。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【津野田重一君】 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 本定例会の会期につきましては、過日、議会運営委員会で慎重に審議され、お手元に配付のとおりで

あります。 

 会期日程案について、議会運営委員長の報告を求めます。１３番、議会運営委員長、松本 清君。 

（１３番・議会運営委員長 松本 清君 登壇） 

○１３番・議会運営委員長【松本 清君】 平成２９年第４回上三川町議会定例会会期報告をいたしま
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す。 

 本日招集されました平成２９年第４回町議会定例会の運営について議長より諮問され、８月１０日及

び２９日に議会運営委員会を開き協議をしましたので、その結果についてご報告いたします。 

 本定例会に執行部から付議された案件は、報告４件、議案１９件で、一般質問通告者については１０

人であります。 

 会期につきましては、本日９月５日から９月２１日までの１７日間といたしました。 

 １日目の本日は、会期等の決定後、執行部からの議案を全て上程し、議案第５９号については、人事

案件のため委員会付託を省き採決をお願いいたします。次に、議案第６０号から議案第６４号までにつ

いては、提案説明後、質疑を行い、所管の常任委員会に付託し審査をお願いいたします。 

 なお、付託する委員会は、お手元の付託案件一覧表のとおりであります。 

 また、陳情１件につきましても、所管の委員会に付託し審査をお願いいたします。 

 議案第６５号から議案第７０号までの補正予算については、提案説明後、全体質疑・討論を行い、本

日、採決をお願いいたします。 

 次に、議案第７１号から議案第７７号までの各会計決算の認定については、提案説明後、全体質疑を

行い、議会の運営に関する要綱第２６条の規定に基づき決算特別委員会を設置し、３日間の予定で審査

をお願いいたします。 

 なお、決算特別委員会の委員につきましては、各常任委員会から３人を選考していただき、副議長を

加え、計７人でお願いしたいということで議会運営委員会において決定いたしました。本会議の中で委

員会設置の際に議長から取り計らいいただきたいと思います。 

 ２日目及び３日目は一般質問を行います。一般質問はくじで決定した順により、２日目５人、３日

目５人といたしました。 

 ４日目から６日目までは休会といたします。 

 ７日目及び８日目は常任委員会を開き、付託案件の審査をお願いいたします。 

 ９日目、１０日目及び１５日目は決算特別委員会を開き、平成２８年度決算の審査をお願いいたしま

す。 

 なお、常任委員会及び決算特別委員会の開会は午前９時でお願いしたいと思います。 

 １１日目から１４日目まで、及び１６日目は休会といたしますが、１６日目においては各委員会の審

査結果報告書の作成日としましたので、各常任委員長及び決算特別委員長は報告書の取りまとめをお願

いいたします。 

 １７日目を 終日として、各委員長より付託案件の審査結果報告をいただき、質疑、討論、採決を行

い、全議案を議了したいと思います。また、 終日に総務文教常任委員会、産業厚生常任委員会及び広

報委員会の視察研修結果報告、さらに、議会運営委員会の視察研修に係る議員派遣並びに閉会中の所掌

事務調査の採決をお願いいたします。 

 なお、諸般の都合で日程に変更があった場合は、議長において取り計らいをお願いいたします。 

 以上をもちまして、議会運営委員会としての報告を終わります。 

○議長【津野田重一君】 お諮りいたします。本定例会の会期は、委員長報告のとおり、本日から２１
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日までの１７日間にしたいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長【津野田重一君】 異議なしと認めます。したがって、会期は本日から２１日までの１７日間と

決定いたしました。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【津野田重一君】 日程第３、報告第３号「議会の委任による専決処分事項の報告について（町

道に係る事故の和解）」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました報告第３号の「議会の委任による専決処分事項の報

告について」、ご説明いたします。 

 平成２９年７日７日午後５時５０分ごろ、上三川町大字上蒲生２１１８番１地先の町道３－１２３号

線において、道路舗装の破損により発生しました町道に係る事故について和解になりましたので、地方

自治法第１８０条第１項及び町長の専決処分事項の指定に基づき、議会に報告するものでございます。 

 以上で説明を終わります。 

○議長【津野田重一君】 提案理由の説明が終わりましたが、報告第３号は、これをもって終わります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【津野田重一君】 日程第４、報告第４号「平成２８年度上三川町一般会計継続費精算報告」に

ついてから、日程第６、報告第６号「公益財団法人上三川町農業公社の経営状況説明書の提出につい

て」までの３議案を一括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました報告第４号「平成２８年度上三川町一般会計継続費

精算報告」につきましては、平成２７年度、２８年度の２カ年事業として継続費を設定した上三川小学

校屋内運動場新築事業が完了し、継続費精算報告書を調製いたしましたので、地方自治法施行令

第１４５条第２項の規定により報告するものでございます。 

 内容につきましては、全体計画として総事業費７億３,９７０万、年割額として、平成２７年

度２,０７０万円、平成２８年度７億１,９００万円の計画に対し、実績としての支出済額は、平成２７

年度は１,６７２万１,２９８円で、旧屋内運動場の解体工事を、平成２８年度は６億１,８４８

万７０２円で、新屋内運動場を建設し、総事業費は６億３,５２０万２,０００円となりました。 

 次に、報告第５号「平成２８年度健全化判断比率及び資金不足比率の報告について」、ご説明いたし

ます。 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の規定により、健全化判

断比率及び資金不足比率を監査委員に審査いただき、その意見を付して議会に報告し公表することとさ

れておりますので、ここに報告するものでございます。 

 健全化判断比率につきましては、実質赤字比率と連結実質赤字比率は、赤字がありませんので該当な
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しとなり、実質公債費比率は５.３％、将来負担比率は、充当可能財源等が将来負担額を上回るため該

当なしとなりました。また、資金不足比率につきましては、各公営企業会計に赤字がありませんでした

ので、これも該当なしとなりました。 

 いずれの指標も早期健全化基準を大きく下回っておりますので、本町の財政は健全と言えるものでご

ざいます。今後もこれらの指標を踏まえながら健全な財政運営に努めてまいります。 

 次に、報告第６号「公益財団法人上三川町農業公社の経営状況説明書の提出について」、ご説明いた

します。 

 地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、上三川町農業公社の経営状況について、当該法人の

毎事業年度の事業計画及び決算を議会に報告するものでございます。農業公社の平成２８年度の決算額

は、経常収益計２,３０５万１,８５５円、経常費用計２,３２７万６,５７８円でございます。また、平

成２９年度の予算額は、経常収益計２,３１２万７,０００円、経常費用計２,３２６万６,０００円でご

ざいます。不足額の１３万９,０００円につきましては、経常外の一般正味財産より補填するものでご

ざいます。 

 農業公社の経営状況についての詳細はお手元の資料をごらんいただきたいと存じます。 

 以上で報告第４号から報告第６号までの説明を終わります。 

○議長【津野田重一君】 提案理由の説明が終わりましたが、報告第４号から報告第６号までは、これ

をもって終わります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【津野田重一君】 日程第７、議案第５９号「教育委員会委員の任命につき同意を求めることに

ついて」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第５９号「教育委員会委員の任命につき同意を

求めることについて」、ご説明いたします。 

 来る９月３０日をもちまして、教育委員の吉田由美氏が任期満了を迎えるため、地方教育行政の組織

及び運営に関する法律第４条第２項の規定に基づき、吉田氏に今後も教育委員をお願いしたいと考え、

任命について議会の同意を求めるものでございます。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、ご同意くださいますようお願いいたします。 

○議長【津野田重一君】 提案理由の説明が終わりましたが、本件につきましては、質疑・討論を省略

し直ちに採決したいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長【津野田重一君】 異議なしと認めます。したがって、議案第５９号は、質疑・討論を省略する

ことに決定いたしました。 

 これから採決いたします。議案第５９号「教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて」、

これに同意することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 
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○議長【津野田重一君】 起立全員です。したがって、議案第５９号は同意することに決定いたしまし

た。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【津野田重一君】 日程第８、議案第６０号「上三川町個人情報保護条例の一部を改正する条例

の制定について」、及び日程第９、議案第６１号「上三川町税条例等の一部を改正する条例の制定につ

いて」の２議案を一括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第６０号「上三川町個人情報保護条例の一部を

改正する条例の制定について」、ご説明いたします。 

 本案件は、行政機関の保有する個人情報の保護に関する法律に準拠した形にするため、本条例におけ

る用語の定義の整理及び罰則に関する規定を追加する必要があることから本条例の一部を改正するもの

でございます。 

 次に、議案第６１号「上三川町税条例等の一部を改正する条例の制定について」、ご説明いたします。 

 本案件は、地方税法の一部が改正されたことに伴い、本町においても同様の措置を講じるため、町税

条例の一部を改正するものでございます。主な改正内容は、個人町民税の控除対象配偶者の定義変更、

法人町民税の法人税割の税率改正、軽自動車税における環境性能割の導入、町たばこ税における延滞金

の規定の整備等をするものでございます。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 

○議長【津野田重一君】 提案理由の説明が終わりました。これから質疑に入るわけですが、質疑の後、

本議案については、お手元の付託案件一覧表のとおり所管の委員会に付託しますので、質疑の内容につ

きましては、努めて基本的な事項としてください。 

 なお、所属する委員会の内容につきましては、委員会において質疑をお願いいたします。また、以降

においても、委員会に付託する議案に係る質疑については、同様の取り扱いをお願いいたします。１４

番、稲葉 弘君。 

○１４番【稲葉 弘君】 法人税の税率のことで質問したいんですけども、法人税の税率ということ

で１００分の１２.１、これが１００分の８.４ということになりますけども、具体的にどういう状況に

なるんですか、お金の問題だと思うんですけども。 

○議長【津野田重一君】 執行部の答弁を求めます。税務課長。 

○税務課長【伊澤幸延君】 法人税割、１２.１が８.４％に引き下げになるという改正でございますが、

これは、消費税が１０％になった段階に実施されるわけでございますので、平成３１年の１０月以降の

事業年度からこれが適用になります。それで、法人税割、法人とすれば、これは国のほうの税金、地方

法人税が引き上げとなってプラスマイナスではトータルで同じになるんですが、これは、市町村間の格

差是正ということで交付税の原資とするため、こういった改正をするものでございますが、町に入って

きます法人税割、これが１２.１が８.４になるということで、均等割以外の法人税割については、今ま

での歳入に比べまして、１２.１の８.４、これは７０％でございますので、法人税割が７割になるとい
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うことでございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 １０番、勝山修輔君。 

○１０番【勝山修輔君】 個人情報で、簡単に言いますと、どういうことが変わるのかご説明願えれば、

何をどうしたんで、こういう条例が変わりますというところだけちょっと説明を、このいただいた本で

は、どこがどういうふうに変わるか全部読み切れないもんですから、済みませんが、簡単明瞭に教えて

いただけますか。 

○議長【津野田重一君】 執行部の答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長【田中文雄君】 ただいまの質問にお答えいたします。 

 常任委員会に付託しますので簡単にということですので、簡単にご説明しますと、個人情報保護条例

の改正につきましては、今まで罰則規定がございませんでした。それを今度の改正により罰則規定を設

けるということでございます。具体的に言いますと、職員が仮にそのような該当があった場合、今まで

ですと、地方公務員法だけの処罰でしたが、この条例改正に伴いまして、刑事罰が適用されることもあ

り得るということでございます。 

○議長【津野田重一君】 １０番、勝山修輔君。 

○１０番【勝山修輔君】 そうすると、この罰則の条例はどこに載っていて、今、言う、刑事訴追を受

けるという項目はどこを見ればわかるんでしょうか。 

○議長【津野田重一君】 執行部の答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長【田中文雄君】 罰則規定につきましては、改正条例３６条のほうに罰則規定が書いてござ

います。 

○議長【津野田重一君】 １０番、勝山修輔君。 

○１０番【勝山修輔君】 ３回目になっちゃうのでよく。この条例はどこに載っていますかといって聞

いているんです。載っていることは、ここに３６条と書いてあるからわかります。それは、どこの何ペ

ージの何のところに載っていますかと聞いているんです。 

○議長【津野田重一君】 執行部の答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長【田中文雄君】 はい、こちらに載せてありますのは改正条例、個人情報保護条例の一部改

正をする条例でございます。個人情報保護条例自体は、こちらの条例ではございませんので、そちらに

つきましては、常任委員会で新旧対照表等で詳しく説明いたします。 

○議長【津野田重一君】 ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【津野田重一君】 これで質疑を終わります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【津野田重一君】 日程第１０、議案第６２号「財産の取得について（消防ポンプ自動車）」を

議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 
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○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第６２号「財産の取得について」、ご説明いた

します。 

 本案件は、消防ポンプ自動車の老朽化に伴い更新するもので、地方自治法並びに議会の議決に付すべ

き契約及び財産の取得又は処分に関する条例に基づきまして提案するものでございます。 

 財産の種類、数量につきましては、消防ポンプ自動車が１台でございます。取得予定価格

は１,７０１万円で、契約の相手方は、宇都宮市の栃木県消防整備株式会社でございまして、７月２８

日に物品売買仮契約を締結いたしております。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 

○議長【津野田重一君】 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 なお、質疑の後、本議案については、お手元の付託案件一覧表のとおり所管の委員会に付託いたしま

す。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【津野田重一君】 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【津野田重一君】 日程第１１、議案第６３号「上三川町地域福祉センターの設置及び管理に関

する条例並びに上三川町障がい者自立支援施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制

定について」、及び日程第１２、議案第６４号「上三川町放課後児童クラブ指定管理者の指定につい

て」の２議案を一括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第６３号「上三川町地域福祉センターの設置及

び管理に関する条例並びに上三川町障がい者自立支援施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について」、ご説明いたします。 

 本案件は、本年９月末日をもって上三川北地域福祉センターを廃止し、同施設を改修することにより、

平成３０年４月に、上三川町こども発達支援センターを設置するため、所要の改正を行うものでござい

ます。 

 次に、議案第６４号「上三川町放課後児童クラブ指定管理者の指定について」、ご説明いたします。 

 本案件は、本町が小学校区ごとに設置する７つの放課後児童クラブの全てで、一括して指定管理者に

よる管理運営を実施するに当たり、平成３０年４月１日から平成３３年３月３１日までの期間、施設を

管理運営する指定管理者として、「シダックス大新東ヒューマンサービス株式会社」を指定するもので、

地方自治法第２４４条の２第６項の規定に基づき議会の議決を求めるものです。 

 以上で説明を終わります。慎重審議の上、可決くださいますようお願いいたします。 

○議長【津野田重一君】 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

 なお、質疑の後、本議案については、お手元の付託案件一覧表のとおり所管の委員会に付託いたしま

す。１１番、生出慶一君。 
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○１１番【生出慶一君】 放課後児童クラブの指定管理者指定についてなんですけど、この前の全協の

ところでもちょっと質問が出ていたと思いますけど、指定管理者に管理を任せるとなると、それなりに

お金が、町のほうで負担しなきゃならないとは思うんですけど、それが一般の使用者の保護者とか子ど

もたちに対して負担が増えるのか、増えないのか、あるいは、町のほうで全額持つつもりでいるのか。

大体この前のあれで金額的には約３,０００万円ぐらい、３年間で多分３,０００万円ぐらいという話だ

と思いますけど、その辺のところちょっともう１回お願いします。 

○議長【津野田重一君】 執行部の答弁を求めます。福祉課長。 

○福祉課長【田仲進壽君】 ただいまのご質問で、利用者の負担が増えるか、増えないかということで

お答えさせていただきます。今回の指定管理者になりまして、指定管理者を募集する要件の中に、保育

料の設定を示しております。その中で、午前８時から午後６時まで、８月、夏休み以外の月ですけれど

も、保育料の設定を月額７,０００円とさせていただいております。これに関しましては、今まで各学

童クラブでまちまちに保育料を設定しておりましたが、中には保育料が上がるという学童クラブも実際

にはあるかと想定しております。 

 また、町の負担料に関しましては、今後、この議会において指定管理のほうの議決をいただいた後、

指定管理料に関しましても協議のほうを進めて、額のほうを決定したいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 １１番、生出慶一君。 

○１１番【生出慶一君】 じゃあ、額のほうはまだ指定管理料のほうは、入札というか、これは入札が

一応、大体決まっているわけですよね。町のほうの予算で、これから後また、この問題については議会

のほうに協議のあれがあるということでいいんでしょうか。その辺のところをもう１回お願いします。 

○議長【津野田重一君】 執行部の答弁を求めます。福祉課長。 

○福祉課長【田仲進壽君】 この指定管理に関しましては、今回、プロポーザル方式で業者の選定をさ

せていただきました。その中で指定管理の上限を３年間で９,７７２万２,０００円というふうな設定は

させていただいておりますけれども、各事業者、今回のシダックスさんのほうから提案いただいた指定

管理料について適正かどうかを、今後、議決をいただいた後、協議の中で詰めていきますので、金額に

ついては今後、決定するというふうになってございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【津野田重一君】 これで質疑を終わります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【津野田重一君】 日程第１３、議案第６５号「平成２９年度上三川町一般会計補正予算（第３

号）」から、日程第１８、議案第７０号「平成２９年度上三川町水道事業会計補正予算（第１号）」ま

での６議案を一括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 
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○町長【星野光利君】 ただいま上程になりました議案第６５号「平成２９年度上三川町一般会計補正

予算（第３号）」について、主なものをご説明いたします。 

 今回の補正予算は、当面する課題に適切に対応するとともに、額の確定もしくは確定見込みのもの、

さらに債務負担行為、及び地方債の補正とあわせ、今後の財政運営の安定性、健全性に配慮することと

して編成したものでございます。 

 まず、歳入につきまして、町税では、法人の業績が好転したことにより、法人町民税の増額補正をい

たします。地方交付税では、交付額の確定により増額補正をいたします。国庫支出金では、障害者総合

支援事業の事業費確定見込みにより増額補正をいたします。県支出金では、産地パワーアップ事業の追

加により増額補正をいたします。繰入金では、特別会計の前年度決算の確定等による繰入額の増額補正

をいたします。また、財政調整基金繰入金の減額補正をいたします。繰越金では、前年度決算の確定に

伴う増額補正をいたします。諸収入では、自治宝くじ助成金の額の確定見込みにより減額補正をいたし

ます。町債では、臨時財政対策債の減額補正をいたします。 

 歳出につきましては、職員構成の変動等による人件費の増額補正のほか、総務費では、財政調整基金

及び町債管理基金の積立金の増額補正をいたします。民生費では、障害者総合支援事業に係る委託料の

増額補正、及び介護保険事業特別会計への繰出金の減額補正をいたします。農林水産業費では、産地パ

ワーアップ事業に係る補助金及び農業基盤整備促進事業に係る工事請負費の増額補正をいたします。土

木費では、道路施設の維持管理に係る工事請負費の増額補正、及び公共下水道事業特別会計への繰出金

の減額補正をいたします。教育費では、中央公民館の修繕料等の増額補正をいたします。さらに、債務

負担行為、及び地方債の補正を行うものであります。 

 この結果、補正予算の総額は１２億９,３５８万２,０００円の増額となり、補正後の平成２９年度一

般会計予算を１１４億８,０５６万１,０００円とするものでございます。 

 次に、議案第６６号「平成２９年度上三川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）」につい

てご説明いたします。 

 歳入では、前年度繰越金の増額、及び基金繰入金の減額など、歳出では、前年度事業費の精算に伴う

国庫負担金等の償還金、前年度一般会計繰入金の精算に伴う一般会計繰出金の増額などで、歳入歳

出１,９１７万７,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ３７億１,０４１

万７,０００円とするものでございます。 

 次に、議案第６７号「平成２９年度上三川町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）」について、

ご説明いたします。 

 歳入では、前年度繰越金の増額、歳出では、平成２８年度事業費の精算に伴う介護給付費準備基金積

立金、及び国庫負担金等償還金の増額などで、歳入歳出１億１,０８２万１,０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額を、歳入歳出それぞれ２１億８２万１,０００円とするものでございます。 

 次に、議案第６８号「平成２９年度上三川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）」について、

ご説明いたします。 

 歳入では、前年度繰越金の増額、歳出では、後期高齢者広域連合納付金、及び前年度事務費繰入金の

精算に伴う一般会計繰出金の増額で、歳入歳出２９７万５,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を、
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歳入歳出それぞれ２億３,４９７万５,０００円とするものでございます。 

 次に、議案第６９号「平成２９年度上三川町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）」について、

ご説明いたします。 

 歳入では、主に町債及び繰越金の増額、歳出では、主に工事請負費及び補償費の増額のため、歳入歳

出それぞれ１,５７１万円を増額し、総額を１２億１,６７１万円とするものでございます。 

 次に、議案第７０号「平成２９年度上三川町水道事業会計補正予算（第１号）」について、ご説明い

たします。 

 資本的収入における補正増額１,０００万円の内容は、工事負担金の増によるものでございます。 

 次に、資本的支出における補正増額１,０００万円の内容は、工事請負費の増によるものでございま

す。 

 以上で各補正予算の説明を終わります。 

 なお、詳細につきましては所管課長より説明させますので、慎重審議の上、可決くださいますようお

願いいたします。 

○議長【津野田重一君】 所管課長の説明を求めます。税務課長。 

○税務課長【伊澤幸延君】 議案第６５号「平成２９年度上三川町一般会計補正予算（第３号）」につ

いてご説明いたします。 

 事項別明細書によりご説明いたします。補正予算書の１０、１１ページをお開き願います。 

 歳入についてご説明いたします。第１款町税、２目法人１７億６,２００万円の増でございますが、

大企業の確定申告により法人税割が増えたことによるものでございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 企画課長。 

○企画課長【枝 博信君】 続きまして、第９款第１項１目地方交付税、補正額２,１４９万５,０００

円の増につきましては、平成２９年度の普通交付税の額の確定によるものでございます。 

 第１３款国庫支出金、第２項国庫補助金、２目民生費補助金、補正額５９万４,０００円の増額につ

きましては、国の障害者総合支援事業としまして、障害者自立支援給付支払等システム改修補助の事業

費確定見込みにより補正するものでございます。 

 第１４款県支出金、第２項県補助金、３目農林水産業費補助金、補正額１,４３６万３,０００円の増

額につきましては、県の補助事業であります産地パワーアップ事業の追加によりまして補正するもので

ございます。 

 第１７款繰入金、第１項特別会計繰入金では、平成２８年度の事務費の確定によりまして、１目国民

健康保険事業特別会計繰入金では４１７万８,０００円を、２目介護保険事業特別会計繰入金で

は２,０７６万１,０００円を、３目後期高齢者医療特別会計繰入金では３９万５,０００円を、それぞ

れ増額補正するものでございます。第２項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金では、町民税の増額に

伴いまして３億４,２８７万９,０００円、全額を減額補正するものでございます。 

 第１８款第１項１目繰入金、前年度繰越金の確定によりまして１億１,４０７万５,０００円を増額補

正するものでございます。 
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 第１９款諸収入、第４項３目雑入につきましては、自治宝くじ助成金の額の確定見込みによりまし

て１４０万円を減額補正するものでございます。 

 第２０款第１項町債、７目臨時財政対策債では、町民税の増額に伴いまして３億円、全額を減額補正

するものでございます。 

 以上で歳入の説明を終わります。 

○議長【津野田重一君】 総務課長。 

○総務課長【田中文雄君】 次に、歳出の事項別明細の説明に入る前に、補正予算書の１６、１７ペー

ジをお開きください。 

 初に給与明細書の説明を行います。 

 なお、給与明細につきましては総括で説明した後、各事項別明細書の中での給与関係の説明は省略い

たしますので、ご了承願います。 

 それでは、１６、１７ページ、補正予算給与費明細書、一般職（１）総括。 下段の比較の欄をごら

んいただきたいと思います。職員手当６２８万９,０００円の増。こちらにつきましては、会計間、ま

た各款の職員の異動によりまして不足を生ずるものを増額するものでございます。本来であれば１２月

に増減をするんですが、ことしの１２月の期末勤勉手当等の支給が、カレンダーの都合で１２月８日に

予定されております。１２月の定例会では間に合わないおそれが生じることから、９月で増額補正をす

るものでございます。 

 なお、通常、１２月にするところを９月にするため詳細な精査ができておりません。そのため、減額

分につきましては１２月定例会において、ほぼ同額の期末勤勉手当を減額する予定でございます。内訳

につきましては、下の職員手当の内訳の欄をごらんいただきたいと思います。期末手当が３７５

万８,０００円の増、勤勉手当が２５３万１,０００円の増でございます。 

 次に、補正予算書の１２ページ、１３ページをお開きください。 

 第２款総務費、第１項総務管理費、４目交通安全対策費７万２,０００円の増でございます。こちら

の増につきましては、高齢者運転免許証自主返納奨励の増額でございます。１人３,０００円で計算し

てございます。３,０００円で２４名分になります。失礼いたしました。次に、５目防犯費１２０万円

の増額でございます。こちらにつきましては、１１節需用費の修繕料でございます。防犯灯の修繕が不

足しておりますので、こちらを見込んでございます。次に６目コミュニティ推進費、１１節需用費、修

繕料の増額でございます。内容につきましては、各コミュニティ施設の修繕でございます。特に今回に

つきましては、６月上旬に落雷による故障が本郷北コミセンでございました。それから、１９節負担金、

補助及び交付金の１４７万６,０００円の減でございます。こちらにつきましては、全国宝くじの助成

によるコミュニティ推進協議会への補助金のほうが、今年度、２件申請しましたが、採択になりました

のが１件のみということで、１件分について減額補正するものでございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 企画課長。 

○企画課長【枝 博信君】 続きまして、７目財政管理費、２５節積立金でございます。補正額１２

億６,８００万円、これにつきましては町民税の増額に伴いまして、財政調整基金に５億６,８００万円、
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町債管理基金に７億円を積み立てるものでございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 住民生活課長。 

○住民生活課長【小島賢一君】 続きまして、第３項戸籍住民基本台帳費、２目住民情報管理費につい

てご説明いたします。７節賃金ですが、マイナンバーカードに関する通知カード管理データを、１０月

から３月にかけて統合端末への移行作業が発生するため、また、住民異動に伴い、マイナンバーカード

に関する事務が増加しているため、一般事務補助員の賃金として７８万８,０００円を増額補正するも

のでございます。 

 以上で説明を終わります。 

○議長【津野田重一君】 福祉課長。 

○福祉課長【田仲進壽君】 続きまして、第３款民生費、第１項社会福祉費、１目社会福祉総務費でご

ざいます。補正額４万７,０００円、１１節の需用費消耗品に関する補正でございますが、こちらは、

今年度新たに民生委員のなられた２名の方に対するブレザー、それからカバンの支給ということで経費

を補正するものでございます。 

 続きまして、２目障害者福祉費、補正額１１８万８,０００円、１３節の委託料でございまして、こ

ちらは法改正に伴い、障害者自立支援給付支払等システムの改修を行うものでございます。 

 以上でございます。 

○議長【津野田重一君】 保険課長。 

○保険課長【川島信一君】 ５目老人福祉費、２８節繰出金１８４万３,０００円の減額は、介護保険

特別会計事業へ公益財団法人地域社会振興財団から、長寿社会づくりソフト事業費交付金が入ることに

よりまして、その分、介護保険事業特別会計への繰り出しを減額するものです。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 産業振興課長。 

○産業振興課長【石﨑 薫君】 続きまして、第６款農林水産業費、第１項農業費、３目農業振興費の

補正額１,４３６万３,０００円でございますが、これは、１９節負担金、補助及び交付金の産地パワー

アップ事業によるものでございます。 

 なお、先ほど歳入の中で産地パワーアップ事業、県の補助事業というような説明がございましたが、

これは国の支援事業となっているものでございます。すなわち、高収益な作物栽培体系への転換を図る

ために必要な機械の導入や、施設整備等に要する経費の２分の１以内を支援するという事業を活用いた

しまして、本町のイチゴ生産農家がパイプハウスや炭酸ガス殺虫システムなどを導入することを計画い

たしましたことから、このために必要な予算について補正するものでございます。 

 次に、５目農地費の補正額５５０万円でございますが、これは、１５節工事請負費によるもので、井

川の川中子地内に整備する取水堰において、河川管理者等の協議などにより築造する取水堰と既設護岸

とのすりつけのための擁壁工の延長が増になることによる増額や、堤防の掘削箇所に土どめを施すこと

が必要になるなどにより仮設工が増額になることに伴い、予算額に不足が生じることになりましたこと

から補正するものでございます。 
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 以上です。 

○議長【津野田重一君】 都市建設課長。 

○都市建設課長【伊藤知明君】 続きまして、次ページ、１４、１５ページをお開きください。 

 第８款土木費、第２項道路橋梁費、１目道路橋梁総務費の１５節工事請負費、補正額３８８

万８,０００円につきましては、ゆうきが丘団地入り口の街路灯８基が老朽化による漏電故障をしたた

めに修繕を行うための増額補正でございます。次に、第４項都市計画費、１目都市計画総務費、２２節

補償、補填及び賠償金の補正額２１４万７,０００円につきましては、富士山地区市街地整備事業に係

る物件補償費でありまして、事業の早期完成を目指しまして増額補正するものでございます。ま

た、２８節繰出金につきましては、公共下水道事業の減額に伴いまして、公共下水道事業特別会計への

繰出金を８０４万４,０００円、減額補正するものです。 

 説明を終わります。 

○議長【津野田重一君】 生涯学習課長。 

○生涯学習課長【星野光弘君】 続きまして、下から２段目になります、第１０款教育費、第４項社会

教育費についてご説明いたします。２目公民館費、１１節需用費１４万１,０００円の増額補正につき

ましては、公民館に設置しています消火器８本の有効期間が今年度中に切れることから、その更新費用

として消耗品費６万１,０００円を、また、公民館空調機の制御基盤及び送風機用基盤が落雷により損

傷したため、修繕料８万円をそれぞれ増額補正するものです。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 企画課長。 

○企画課長【枝 博信君】 続きまして、第１４款第１項１目予備費の８８万１,０００円の増額につ

きましては端数調整でございます。 

 ６ページにお戻りいただきたいと思います。 

 第２表債務負担行為補正でございますが、町内５カ所ございます各コミュニティセンター及び３カ所

の付随しております運動広場の指定管理費につきましては、平成３０年度から３カ年の指定管理契約を

締結するに当たりまして、平成２９年度に事業者の選定の必要がございますことから、期間を平成２９

年度から平成３２年度までとしまして、限度額を表のとおり定めるものでございます。 

 次に、第３表地方債補正でございますが、町民税の増額に伴いまして、８、臨時財政対策債の限度

額３億円全額を減額いたしまして０と変更するものでございます。 

 以上で、平成２９年度上三川町一般会計補正予算（第３号）の説明を終わります。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【津野田重一君】 会議途中ですが、ここで１５分間休憩いたします。 

午前１０時５８分 休憩 

 

午前１１時１４分 再開 

○議長【津野田重一君】 休憩前に復しまして会議を開きます。 

    ────────────────────────────────────── 
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○議長【津野田重一君】 保険課長。 

○保険課長【川島信一君】 議案第６６号「平成２９年度上三川町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第２号）」についてご説明いたします。 

 補正予算書の１０ページ、１１ページをお開きください。２の歳入からご説明いたします。 

 第１０款繰入金、第１項繰入金、１目基金繰入金４,１２８万５,０００円の減額は、平成２８年度繰

越金の確定で、当初予算より増額となり、財源が確保されたために減額するものでございます。 

 第１１款繰越金、第１項繰越金、１目療養給付費交付金繰越金６５０万９,０００円と、２目その他

の繰越金５,３９５万３,０００円は、平成２８年度繰越金の確定によるものでございます。 

 次のページ、１２ページ、１３ページをお開きください。３の歳出についてご説明いたします。 

 第８款諸支出金、第１項償還金及び還付加算金、３目一般被保険者償還金８４８万９,０００円の増

額は、平成２８年度療養給付費等負担金の確定により国への返還金でございます。４目退職被保険者等

償還金６５１万円は、平成２８年度療養給付費交付金の確定による社会保険診療報酬支払基金への返還

金でございます。 

 第８款第２項繰出金、１目一般会計繰出金４１７万８,０００円は、平成２８年度職員給与費出産育

児一時金の確定による一般会計への返還金でございます。 

 続きまして、議案第６７号「平成２９年度上三川町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）」につ

いてご説明いたします。 

 補正予算書の１０ページ、１１ページをお開き願います。２の歳入からご説明いたします。 

 第４款国庫支出金、第２項国庫補助金、３目地域支援包括的支援事業等交付金２３万１,０００円の

減額は、一般会計でも説明がありました長寿社会づくりソフト事業費交付金が入ることによりまして減

額するものでございます。 

 第５款支払基金交付金、第１項支払基金交付金、１目介護給付費交付金３６８万６,０００円と、２

目地域支援事業交付金１８４万２,０００円は、平成２８年度確定によるものでございます。 

 第６款県支出金、第２項県補助金、２目地域支援包括的支援事業等交付金１１万５,０００円の減額

と、第８款繰入金、第１項一般会計繰入金、３目地域支援包括的支援事業等繰入金１１万５,０００円

の減額と、５目その他の一般会計繰入金１７２万８,０００円の減額は、長寿社会づくりソフト事業費

交付金が入ることによりまして減額するものでございます。 

 第８款第２項基金繰入金１５万円は、この後、歳出でご説明します介護予防福祉用具購入費見込み増

に伴う必要額の増額でございます。 

 第９款繰越金、第１項繰越金、１目繰越金１億５０１万４,０００円は、平成２８年度繰越金の確定

によるものでございます。 

 第１０款諸収入、第２項雑入、６目雑入２３１万８,０００円は、先ほどから説明に出てきておりま

す長寿社会づくりソフト事業費交付金でございます。 

 次のページ、１２ページ、１３ページをお開きください。３の歳出についてご説明いたします。 

 第２款保険給付費、第２項介護予防サービス等諸費、５目介護予防福祉用具購入費２８万１,０００

円は、申請者増に伴う給付費の増額でございます。 
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 第４款基金積立金、第１項基金積立金、１目介護給付費準備基金積立金７,４１３万７,０００円は、

平成２８年度確定によるものでございます。 

 第５款諸支出金、第１項償還金及び還付加算金、２目償還金１,８８１万９,０００円は、平成２８年

度確定に伴う国、県への返還金でございます。 

 第５款第２項繰出金、１目一般会計繰出金２,０７６万１,０００円は、平成２８年度確定に伴う一般

会計への返還金です。 

 第６款予備費、第１項予備費、１目予備費３１７万７,０００円の減額は、財源の調整でございます。 

 続きまして、議案第６８号、別冊になります、「平成２９年度上三川町後期高齢者医療特別会計補正

予算（第１号）」についてご説明いたします。 

 補正予算書１０ページ、１１ページをお開きください。２の歳入からご説明いたします。 

 第５款繰越金、第１項繰越金、１目繰越金２９７万５,０００円の増額は、平成２８年度確定による

ものでございます。 

 次のページ、１２ページ、１３ページをお開きください。３の歳出についてご説明いたします。 

 第２款後期高齢者広域連合納付金、第１項後期高齢者広域連合納付金、１目後期高齢者広域連合納付

金２５８万円は、平成２８年度納付金の繰越納付分でございます。 

 第３款諸支出金、第２項繰出金、１目一般会計繰出金３９万５,０００円は、平成２８年度事務費確

定に伴う一般会計への返還金でございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 上下水道課長。 

○上下水道課長【小林 実君】 続きまして、議案第６９号「平成２９年度上三川町公共下水道事業特

別会計補正予算（第１号）」についてご説明いたします。 

 補正予算書の１０、１１ページをお開きください。 

 まず、歳入でございますが、第３款第１項１目公共下水道補助金、１節下水道補助金３６

万２,０００円の増額につきましては、社会資本整備総合交付金の内示額の増額によるものでございま

す。 

 次に、第４款第１項１目一般会計繰入金、１節一般会計繰入金８０４万４,０００円の減額につきま

しては、繰越金等の確定に伴う減額でございます。 

 次に、第５款第１項１目繰越金、１節前年度繰越金８７９万２,０００円の増額につきましては、前

年度繰越金の確定に伴うものでございます。 

 次に、第７款第１項１目公共下水道事業債２,９２０万円の減額、並びに３目特定環境保全公共下水

道事業債４,３８０万円の増額につきましては、この後、歳出で説明いたしますが、公有財産購入費の

減額分の確定見込みにより、工事請負費等に振りかえることなど、事業内容を一部見直したことによる

ものでございます。 

 次に、歳出についてご説明いたします。１２、１３ページをお開きください。 

 第２款第１項２目公共下水道費、１７節公有財産購入費６,５００万円の減額は、用地買収単価の確

定見込みによるものでございます。次に、３目特定環境保全公共下水道費、補正額８,０７１万円のう
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ち、１５節工事請負費７,０７１万円の増額は、公共下水道費の公有財産購入費の確定見込みにより減

額となった分を、単独分を含め増額するものでございます。２２節補償、補填及び賠償金１,０００万

円の増額につきましては、工事請負費の増額に伴う水道本管の布設替えに要する補償費でございます。 

 続きまして、ページを戻りますが、６ページをお開きください。 

 第２表地方債補正についてご説明いたします。１、公共下水道事業債の補正前の限度額の１

億５,９５０万円を、補正後の限度額１億３,０３０万円に、並びに、３、特定環境保全公共下水道事業

債の補正前の限度額６,８４０万円を、補正後の限度額１億１,２２０万円に、それぞれ事業費の確定見

込みに伴い変更するものです。 

 以上で、平成２９年度上三川町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）の説明を終わります。 

 続きまして、議案第７０号「平成２９年度上三川町水道事業会計補正予算（第１号）」についてご説

明いたします。 

 補正予算書の１０、１１ページをお開きください。 

 まずは上段の資本的収入でございますが、第１款第３項２目負担区分以外の負担金、１節負担

金１,０００万円の増額につきましては、公共下水道事業特別会計からの水道管布設替えに伴う負担金

の増額でございます。 

 次に、下段の資本的支出でございますが、第１款第１項１目水道事業施設整備費、４節工事請負

費１,０００万円の増額につきましては、下水道工事に伴う水道管布設替え工事に要する増額でござい

ます。 

 以上で説明を終わります。 

○議長【津野田重一君】 提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。１０番、勝

山修輔君。 

○１０番【勝山修輔君】 ２款総務費の中の、これは１２ページ、その中で、コミュニティ推進という

ことで、補助金が採択されなかった１件というのは、何が理由で採択されなかったか、理由が１つと、

次の財政管理費の中の積立金の５億６,８００万円と７億、これだけの金額を、財政が豊かであればほ

かに回せるのを、こんなに何で貯金するかの説明と、それと、この土木費の中に、私が今度質疑をする

んですが、どの項目に側溝の修理費は入るのか一つも明確に見えないんですが、どこに入るのか、この

説明を受けたいと思います。 

○議長【津野田重一君】 執行部の答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長【田中文雄君】 ただいまの質問の６目コミュニティ推進費、１９節負担金、補助及び交付

金の１４７万６,０００円の減でございますが、こちらにつきましては、宝くじ振興協会のほうからの

補助金をコミュニティ推進協議会のほうに流しているものなんですが、今までですと、毎年１団体の補

助をしておりましたが、今回、団体の要望で２団体、推薦しました。そのうちの１団体が宝くじ振興協

会のほうで、今回の補助から外れたということで、その分の減額でございます。 

○議長【津野田重一君】 企画課長。 

○企画課長【枝 博信君】 先ほどのご質問の２点目についてお答え申し上げます。 

 本町の近年におけます財政状況につきましては、財源不足、これを財政調整基金及び町債管理基金の
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繰り入れというもので行っている状況でございます。 

 また、昨年度に町民法人税の減収、予定納税の返還等によりまして多額の取り崩しを行いましたよう

に、本町の特性としまして、年度間の税収の変動が大きいということがございます。また、継続しまし

て税収が得られるかどうかということは不透明な状況でございます。これらを補うために、今後におき

ましても、公共施設等の維持管理の多額な財政需要というものが見込まれるということから、今回、中

長期的に、そういった視点に立ちまして、財政運営を図っていく上で必要だということで予算措置した

ものでございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 都市建設課長。 

○都市建設課長【伊藤知明君】 ただいまの３点目のご質問にお答えします。 

 側溝関係の清掃費等の予算計上がないのかというふうなご質問でございますが、今回の補正予算では

計上はしてございません。側溝等の清掃等につきましては、当初予算の２目道路維持費の中で対応して

いきたいというふうに考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 １０番、勝山修輔君。 

○１０番【勝山修輔君】 そうすると、ここに２８年度の健全であるよという書面があるのに、赤字は

出ないよと言ってあるのに、なぜここで、こんだけのものを積み立てをするのか。健全であるならば、

この補正をしなくても済むということに、私はあなた方と違うので、健全であるよとここで報告してい

るのに、なぜこの予算が、だから、補正でこれだけあると言って、ないよと言って、だから、この健全

であるというのは、去年も同じこと言って健全であると言っているわけです。また今年も健全であると

言っているわけ。そうすると、この預金をしなくても、健全であるなら、ほかに使用できるのではない

かというのが私の説明なんです。 

 それから、１つ、聞き忘れたんですが、防犯灯の修繕費で１２０万円かな、これは何基分の修繕費で

賄って、どこの場所で修繕するのか教えていただけますか。 

○議長【津野田重一君】 執行部の答弁を求めます。企画課長。 

○企画課長【枝 博信君】 ただいまのご質問にお答えいたします。 

 議員おっしゃるように、健全であるというのは、先ほどご説明したのは、平成２８年度の決算のほう

の状況かと思われます。ただ、うちの町につきましては、健全であるということで、そういった説明な

んですが、要は、こういった基金、今ご説明しました財政調整基金であるとか、町債管理基金、これら

を積んでおりまして、それを取り崩ししましてそういったものに充ててございます。ですから、そうい

った形で今までの財政状況は健全で来られたという状況がございます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 総務課長。 

○総務課長【田中文雄君】 ５目防犯灯、１１節修繕料でございますが、見込みとしましては、球交換

を６０灯、１個当たり３,５００円。それから本体の交換６０灯、１基当たり１万１,０００円を見込ん

だものでございます。 
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○議長【津野田重一君】 １０番、勝山修輔君。 

○１０番【勝山修輔君】 そうすると、今までこの基金を崩してきたから健全だということで、去年も

健全であると、今年も健全であると、じゃあ、この基金は、去年の健全な分から、今年、健全になる分

としては、幾らの基金を取り崩したのか。その取り崩したのが、この金額の全額なのか、全額じゃない

のか。 

 それから、防犯灯の見込みで予算をしたり補正をされたんでは困るんであって、金額はよくわかりま

した。どこをやるかわからないで予算を組んだということ、補正をしたということになるのかな、それ

が１つ。 

 それと、今、都市建設課で言ったのは、じゃあ、補正じゃなくてやるというならば、この一般会計の

中の、どのページの何のところにそれは書いてあるか説明してくれますか。 

○議長【津野田重一君】 執行部の答弁を求めます。企画課長。 

○企画課長【枝 博信君】 今のご質問についてお答えしますが、まず、財政調整基金につきましては、

平成２８年度で一般会計のほうに１１億４,７６３万７,０００円を繰り出してございます。取り崩して

いるということでございます。 

 それとあともう１点、町債管理基金でございますが、これにつきましては、繰り出しが９８１

万４,０００円となっております。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 総務課長。 

○総務課長【田中文雄君】 防犯灯の修理で、場所は、というご質問ですが、壊れたところを修繕する

という意味では場所の特定はしてございません。修繕などなければ一番いいんですが、そうはいっても

機械ですので、１年のうちには壊れるところもあるということで、予防的措置として修繕料の補正をお

願いしました。 

○議長【津野田重一君】 都市建設課長。 

○都市建設課長【伊藤知明君】 予算計上の場所ということなんですが、当初予算の第８款土木費、２

項道路橋梁費の２目道路維持費で当初予算１億６万４,５００円を計上してございます。そちらのほう

の予算の中で対応できるものについては対応していこうというふうに考えているところでございます。 

 以上です。 

（「明確に書いてないから。聞いてくれよ、ちゃんと、説明しているんだから、この中で幾ら側溝に使

うんですかと、明確にしてないのは何でですかと」の声あり） 

○議長【津野田重一君】 今回は補正予算ですので、補正予算に対してで、当初予算の質問ではござい

ません。１４番、稲葉 弘君。 

○１４番【稲葉 弘君】 ２点ほど質問なんですけど、特別会計の公共下水のことで、先ほど課長から

答弁があったんですけども、公有財産購入費ということで６,５００万円減額、あるいは、工事請負費

ということで７,０００万円、あと、補償、補填及び賠償金ということで１,０００万円増額になってい

るんですけども、この場所、具体的にはどういうところなのかということ、それをお聞きしたいと思い

ます。 
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 それとあと１点は介護保険なんですけども、課長から先ほど説明があったんですけども、雑収入の中

で長寿社会づくりソフト事業費交付金ということなんですけど、具体的にどういう事業なのか、わかれ

ばお願いしたいと思います。 

○議長【津野田重一君】 上下水道課長。 

○上下水道課長【小林 実君】 ただいまのご質問の公共下水道の１７節公有財産購入費でございます

が、現在、武名瀬川第三排水区第２雨水幹線ということで、下蒲生から上三川病院の寮、ここまでの雨

水事業、これを行っておりまして、寮の西側の付近になるんですが、そこに調整池を計画してございま

す。約１.３ヘクタールなんですが、こちらの用地買収の見込みによりまして減額するものでございま

す。また、特定環境公共下水道費の１５節工事請負費なんですが、現在、石田地区、こちらの工事を行

っておりまして、県道の宇都宮結城線の東側付近、感應寺東側付近となります。また、１２節補償費で

ございますが、こちらもやはりその下水道工事に伴う水道本管の布設替えということで、同じ箇所でご

ざいます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 保険課長。 

○保険課長【川島信一君】 ご質問のありました長寿社会づくりソフト事業費交付金についてご説明い

たします。 

 これにつきましては、公益財団法人地域社会振興財団から、事業としましては、保健・医療・福祉事

業等推進調査事業ということで、上三川町ですと、第７期上三川町高齢者支援計画・介護保険事業計画

策定事業が事業として採択されましたので、それによってお金が来るものでございます。 

 以上で説明を終わります。 

○議長【津野田重一君】 ほかにありませんか。８番、稲川 洋君。 

○８番【稲川 洋君】 一般会計の公民館費の中で、消火器、それの耐用年数が今年度で終わるから補

正予算で対応するということなんですが、これは当初予算の策定の際にはわからなかったことなんです

か。それで、なぜ今こういった補正を出してくるのか、その理由をお答えください。 

○議長【津野田重一君】 執行部の答弁を求めます。生涯学習課長。 

○生涯学習課長【星野光弘君】 消火器の更新につきましては、昨年度における、今年度平成２９年度

分の積算の後、２月に消防の定期点検で報告がありまして、当初予算に計上できなかったものですから、

本年度、使用期限が切れるということで今回、補正を計上させていただきました。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 ８番、稲川 洋君。 

○８番【稲川 洋君】 それは公民館の管理で、いつまで使えるものだということは把握していなかっ

たのかどうか、それをお答えしていただきたいと思います。 

○議長【津野田重一君】 執行部の答弁を求めます。生涯学習課長。 

○生涯学習課長【星野光弘君】 消火器というものは非常に有効期限というのは大切なものですので、

今回、公民館のほうでは、通常、消防点検で報告があるということなものですから漏れてしまいました

が、今後は消火器自体に有効期限等の表示を大きくして、漏れがないようにしていきたい、このように
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考えております。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 企画課長。 

○企画課長【枝 博信君】 先ほど勝山議員のほうに答弁申し上げました２点目の町債管理基金、これ

の取り崩しでございますが、金額を９８１万４,０００円と申しましたが、実際には２８年度中につき

ましては、町債管理基金のほうは繰り出してございません。申しわけございません。 

○議長【津野田重一君】 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【津野田重一君】 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【津野田重一君】 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから順次採決いたします。 

 まず、議案第６５号「平成２９年度上三川町一般会計補正予算（第３号）」について、原案のとおり

決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【津野田重一君】 起立多数です。したがって、議案第６５号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第６６号「平成２９年度上三川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）」を原案

のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【津野田重一君】 起立全員です。したがって、議案第６６号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第６７号「平成２９年度上三川町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）」を原案のと

おり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【津野田重一君】 起立全員です。したがって、議案第６７号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第６８号「平成２９年度上三川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）」を原案の

とおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【津野田重一君】 起立全員です。したがって、議案第６８号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第６９号「平成２９年度上三川町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）」を原案の

とおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長【津野田重一君】 起立全員です。したがって、議案第６９号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第７０号「平成２９年度上三川町水道事業会計補正予算（第１号）」を原案のとおり決定

することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 
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○議長【津野田重一君】 起立全員です。したがって、議案第７０号は原案のとおり可決されました。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【津野田重一君】 会議途中ですが、昼食のため休憩いたします。午後１時に再開いたします。 

午前１１時４７分 休憩 

 

午後１時００分 再開 

○議長【津野田重一君】 休憩前に復しまして会議を再開いたします。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【津野田重一君】 日程第１９、議案第７１号「平成２８年度上三川町一般会計歳入歳出決算の

認定について」から、日程第２５、議案第７７号「平成２８年度上三川町水道事業会計剰余金の処分及

び決算の認定について」までの７議案を一括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

（町長 星野光利君 登壇） 

○町長【星野光利君】 それでは、議案第７１号から議案第７７号までの決算の認定関係につきまして、

各会計決算の概要について一括してご説明いたします。 

 別冊でお配りいたしました「平成２８年度上三川町一般会計・特別会計及び水道事業会計決算の概要

と主要施策の説明書」をごらんいただきたいと存じます。 

 まず、２ページからになりますが、一般会計につきましては、当初予算額１０４億３,２００万円、

繰越事業費１億５,８３５万２,７０２円を計上し、その後、総額１２億７,０６８万１,０００円の増額

補正を行い、 終予算総額は１１８億６,１０３万３,７０２円となりました。歳入決算額は１１３

億１,６９０万３,０６９円、前年度と比較して６億１,２４９万８,５４４円、５.１％の減となりまし

た。また、歳出決算額は１０８億７,２３０万２,０９７円、前年度と比較して４億３,１３１

万２,４４２円、３.８％の減となりました。その結果、形式的な収支差引額は４億４,４６０万９７２

円となりました。実質収支は３億１,４０７万５,０９２円の黒字となり、これを次年度に繰り越すこと

になりました。 

 次に、歳入歳出決算の主な内容について申し上げます。 

 まず歳入であります。歳入の構成比は町税５０.６％、繰入金１１.３％、国庫支出金１０.６％、県

支出金７.４％、繰越金５.５％、地方消費税交付金５.２％の順となっております。財源別では、収入

調達の分類で、自主財源７９億１,５９２万５,８２３円、構成比６９.９％、依存財源３４億９７

万７,２４６円、構成比３０.１％。使途の分類で、一般財源８７億７,２３９万７２４円、構成

比７７.５％、特定財源２５億４,４５１万２,３４５円、構成比２２.５％となりました。 

 次に歳出について申し上げます。構成比では、民生費３３.３％、総務費１５.５％、教育

費１４.９％、土木費１０.５％、公債費７.２％の順となっております。また、性質別構成比では、扶

助費１９.０％、補助費等１４.８％、物件費１４.７％、人件費１４.２％、繰出金１３.７％、普通建

設事業費１３.５％の順になっております。義務的経費、任意的経費の区分では、義務的経費４３

億９,５８７万５,０００円、構成比４０.４％、任意的経費６４億７,６４２万７,０００円、構成
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比５９.６％となりました。また、消費的経費、投資的経費、その他の経費の区分では、消費的経

費６８億５,５８２万４,０００円、構成比６３.１％、投資的経費１４億９,４０８万７,０００円、構

成比１３.７％、その他の経費２５億２,２３９万１,０００円、構成比２３.２％となりました。 

 なお、町債の平成２８年度末現在高は６９億９,７８９万８,０００円で、町民１人当たりの現在高

は２２万２,９４１円となりました。 

 以上が一般会計決算の概要であり、主な事務事業の概要と成果については５ページ、６ページに目を

通していただきたいと思います。 

 次に、７ページをお開きください。会計別に順を追ってご説明いたします。 

 まず、国民健康保険事業特別会計決算につきましては、歳入３６億３,４４０万１,９４１円、前年度

対比２億５,７６０万５,１３９円、６.６％の減、歳出３４億９,３６１万５,７２９円、前年度対比２

億４,８５４万４,１７１円、６.６％の減で、差し引き１億４,０７８万６,２１２円を次年度に繰り越

すことになりました。 

 次に、介護保険事業特別会計決算につきましては、歳入２０億６,６２１万３,７０３円、前年度対

比８,９１４万７,５２４円、４.５％の増、歳出１９億２,７４８万４,８６３円、前年度対比８,９８２

万７,２６３円、４.９％の増で、差し引き１億３,８７２万８,８４０円を次年度に繰り越すことになり

ました。 

 次に、後期高齢者医療特別会計決算につきましては、歳入２億３,０９４万３,７７１円、前年度対

比１,５６９万３４１円、７.３％の増、歳出２億２,４３３万２,０８５円、前年度対比１,５８３

万２９１円、７.６％の増、差し引き６６１万１,６８６円を次年度に繰り越すことになりました。 

 次に、公共下水道事業特別会計決算につきましては、歳入１１億５,５２５万４,１７２円、前年度対

比４,８９５万３,２２７円、４.１％の減、歳出１１億３,６４６万１,８８０円、前年度対比３,６１６

万１４５円、３.１％の減で、差し引き１,８７９万２,２９２円を次年度に繰り越すことになりました。 

 次に、農業集落排水事業特別会計決算につきましては、歳入３億１,４３１万３,２６５円、前年度対

比３９３万１,０６８円、１.２％の減、歳出３億３７９万９,３１８円、前年度対比１２９万５,７８８

円、０.４％の減で、差し引き１,０５１万３,９４７円を次年度に繰り越すことになりました。 

 後に、水道事業につきましては、平成２８年度の業務概要について申し上げます。 

 給水戸数１万２６２戸、給水人口２万７,５２３人で、行政区域内普及率が８７.７％となり、前年度

より０.７％増加いたしました。 

 収益的収入及び支出の決算について申し上げますと、収入総額５億８,１８４万８,６５２円、支出総

額４億９,８６７万８,７８５円で、当年度利益が８,３１６万９,８６７円となりました。 

 なお、この利益につきましては、全額を減債積立金に積み立てを行い処分いたします。 

 次に、資本的収入及び支出の決算について申し上げますと、収入総額６,５５８万２,８００円、支出

総額２億４,７７５万９,３１７円となりました。 

 以上で、平成２８年度における各会計決算の概要と主要施策の成果について説明を終わります。 

 なお、決算書の内容については、会計管理者及び上下水道課長より説明をさせます。 

○議長【津野田重一君】 会計管理者及び上下水道課長の説明を求めます。会計管理者。 
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○会計管理者兼出納室長【吉澤佳子君】 それでは、厚い冊子になっております２８年度の決算書のほ

うをご用意ください。 

 ただいま町長のほうより決算の概要と主要施策についての説明がございましたので、これからの説明

につきましては、町長の説明と重複しないよう、決算書の主な内容についてご説明いたします。 

 まず、１３ページ、１４ページをお開き願います。 

 一般会計の歳入でございます。第１款町税、右側１４ページの 上段左から２列目、収入済額は５７

億２,５８６万８,１７４円でございます。前年度と比較いたしまして１９億１,０５８万４,３６６円の

減となりました。減となりました主な内容は、大企業等の業績不振に伴う法人税の減によるものでござ

います。その右側、町税、不納欠損額は１,１０８万３,７８０円でございます。内訳は、町税の個人

が９９人、法人が５社、固定資産税７８人、都市計画税が３５人、軽自動車税が９８人で、実人数で

は２５８人分を不納欠損いたしました。 

 次に、その右側、収入未済額２億１,５４６万６,７６２円でございます。内訳は、町税の個人

が１,３１０人、法人が５９社、固定資産税が１,１３１人、都市計画税が４７０人、軽自動車税

が６０２人、合計で３,１０２人分の収入未済がございました。町税全体の調定額に対する徴収率につ

きましては、備考欄にありますように９６.２％で、前年度と比較いたしまして１ポイントの減でござ

います。 

 続きまして、２１、２２ページをお開き願います。 

 第１１款分担金及び負担金、１項負担金、１目民生費負担金、２節児童福祉費負担金でございま

す。２２ページの上から４段目、これは保育料でございます。収入済額は１億２,１７３万５,０００円

で、内訳は備考欄記載のとおりでございます。収入未済額は４２４万５,５００円で、現年度１３人分、

過年度１５人分が収入未済となりました。 

 続きまして、次のページ、２３、２４ページをお開き願います。 

 ２４ページの中ほど、第１２款使用料及び手数料、１項使用料、５目土木使用料、３節住宅使用料で

ございます。これは、町営住宅及びこれに付帯する駐車場の使用料でございます。収入済額

は２,５０７万３,３２５円で、内容は備考欄記載のとおりでございます。収入未済額は４９

万４,９２５円で、１１世帯分が収入未済となりました。 

 続きまして、同じページ、一番下の段でございます。同款２項手数料、２目衛生手数料、１節保健衛

生手数料、収入済額は２０６万８,９８０円で、内容は備考欄記載のとおりでございます。収入未済額

の２,０００円は、霊園の清掃手数料１名分で、所在不明により収入未済となったものでございます。 

 続きまして、少し飛びまして４１、４２ページをお開き願います。 

 第１９款諸収入、３項貸付金元利収入、２目住宅新築資金等貸付金元利収入、第１節滞納繰越分でご

ざいます。右側、４２ページ、下から５段目、収入済額は１２万円で、内容は備考欄記載のとおりでご

ざいます。収入未済額は３,０２９万９,０４６円で、内訳、人数は、住宅新築資金５人、住宅改修資

金１人、宅地取得資金６人分で、貸付実人数は７人分でございます。 

 続きまして、４５、４６ページをお開き願います。 

 後の段に平成２８年度一般会計歳入合計がございます。収入済額の合計は、１１３億１,６９０
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万３,０６９円となりました。調定額に対する収入率は９７.７４％でございます。前年度と比較し

て０.１７ポイントの減でございます。 

 続きまして、一般会計歳出でございます。歳出につきましては、この後、予定されております決算特

別委員会で各所管課より説明がありますので、私のほうからは予備費の充当について主なものをご説明

いたします。 

 まず、６１、６２ページをお開き願います。 

 右側、６２ページ、備考欄中ほど、予備費より充当３５万７,０００円でございます。これは、第２

款総務費、２項徴税費、１目税務総務費、１３節委託料に予備費を充当したもので、内容は、社会保障

税番号制度に伴うシステム改修業務で、税務システム総合運用テストの実施に当たり、早急に対応しな

ければならない作業が発生したための充当でございます。 

 続きまして、７１、７２ページをお開き願います。 

 右側７２ページ備考欄、下から２段目、予備費より充当３５万７,０００円でございます。これは、

第３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費、１３節委託料に予備費を充当したもので、内容

は、行旅死亡人等取り扱いの案件が２件発生し、これに対応するための経費を充当したものでございま

す。 

 次に、少し飛びまして１１９ページ、１２０ページをお開き願います。 

 右側１２０ページの備考欄中ほど、予備費より充当９５万６,０００円でございます。これは、第８

款土木費、４項都市計画費、３目街路事業費、１３節委託料に充当したもので、内容は、町道整備にお

いて早急に用地調査測量等を業務委託する必要が生じたことによる充当でございます。 

 次に、１２３ページ、１２４ページをお開き願います。 

 右側１２４ページ、備考欄一番下、予備費より充当３０万８,０００円でございます。これは、第９

款１項消防費、２目非常備消防費、２２節補償、補填及び賠償金への充当でございます。内容は、消防

法２９条第３項及び第４項の規定による損失補償のための充当で、消火活動において近隣企業等への損

害に対する補償でございます。 

 次に、１４７、１４８ページをお開き願います。 

 １４８ページ、下から２段目、予備費より充当７０万円でございます。これは第１０款教育費、５項

保健体育費、４目給食センター費、１１節需用費への充当でございます。内容は、給食センター調理室、

洗浄室の空調設備が故障し、早急に修繕が必要となったための充当でございます。 

 続きまして、１５３、１５４ページをお開き願います。 

 一番下の段、平成２８年度一般会計歳出の合計でございます。左側の１５３ページの右から３列目、

予算現額の合計は１１８億６,１０３万３,７０２円でございます。支出済額の合計は１０８

億７,２３０万２,０９７円となりました。 

 続きまして、国民健康保険事業特別会計でございます。 

 １６３、１６４ページをお開き願います。 

 まず、歳入でございます。第１款保険税、右側、１６４ページ 上段、収入済額は７億９,８９４

万４,９９６円でございます。不納欠損額は２,０４２万９,５０５円で、延べ人数１２３人分を不納欠
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損いたしました。次に、収入未済額は３億５６６万６,２２９円で、実人数１,３２１人分が収入未済と

なりました。保険税の調定額に対する徴収率につきましては、備考欄にありますとおり７１.０％で、

前年度と比較いたしまして１.６ポイントの減でございます。 

 続きまして、１７９、１８０ページをお開き願います。 

 国民健康保険事業特別会計の歳入合計でございます。調定額の合計は３９億６,０４９万７,６７５円、

収入済額の合計は３６億３,４４０万１,９４１円で、調定額に対する収入率は９１.７７％でございま

す。 

 続きまして、歳出です。１９９、２００ページをお開き願います。 

 国民健康保険事業の歳出合計でございます。左側、１９９ページ一番下の段をごらんください。予算

現額の合計は３６億２,０８２万１,０００円、支出済額の合計は３４億９,３６１万５,７２９円で、予

算現額に対する執行率は９６.４９％でございます。 

 次に、介護保険事業特別会計でございます。２０９、２１０ページをお開き願います。 

 まず、歳入です。第１款保険料、右側、２１０ページの一番上の段、左から２列目で、収入済額は４

億３,９２３万１,３０５円でございます。不納欠損額は１１６万２００円、延べ人数で３３人分を不納

欠損いたしました。次に、収入未済額は９００万９,７８５円で、実人数２１７人分が収入未済となり

ました。調定額に対する徴収率は、備考欄にありますように、９７.７％でございます。前年度と比較

いたしまして０.１ポイントの増でございます。 

 ２２１、２２２ページをお開き願います。 

 介護保険事業の歳入合計でございます。右側、２２２ページ、一番下をごらんください。調定額の合

計は２０億７,６３８万３,６８８円、収入済額の合計は２０億６,６２１万３,７０３円で、調定額に対

する収入率は９９.５１％でございます。 

 続きまして、介護保険事業の歳出でございます。２３３、２３４ページをお開き願います。 

 右側のページ、備考欄一番下、予備費より充当５２万２,０００円は、第２款保険給付費、４項１目

高額介護サービス費、１９節負担金、補助及び交付金に充当したもので、内容は、高額介護サービス費

支給申請が見込みより上回ったことにより不足が生じたための充当でございます。 

 次に、２４３、２４４ページをお開き願います。 

 一番下の段をごらんください。歳出合計で、予算現額の合計は２０億７,６７４万円、支出済額の合

計は１９億２,７４８万４,８６３円で、予算現額に対する執行率は９２.８１％でございます。 

 次に、後期高齢者医療特別会計でございます。２５３、２５４ページをお開き願います。 

 まず歳入でございます。後期高齢者医療特別会計の歳入合計でございます。第１款保険料、 上段右

側、２５４ページの左から２列目になります。収入済額は１億６,５５４万７,６７６円、不納欠損額

は４万１,６００円で、延べ人数２人分を不納欠損いたしました。収入未済額は８２万３,０９４円で、

実人数で４２人分が収入未済となりました。調定額に対する徴収率は、備考欄にありますよう

に、９９.５％で、前年度と比較いたしまして０.５ポイントの増でございます。 

 続きまして、２５７、２５８ページをお開き願います。 

 後期高齢者医療特別会計の歳入合計でございます。調定額の合計は２億３,１８０万８,４６５円、収
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入済額の合計は２億３,０９４万３,７７１円で、調定額に対する収入率は９９.６３％でございました。 

 続きまして、２６３、２６４ページをお開き願います。 

 後期高齢者医療特別会計の歳出合計でございます。予算現額の合計は２億３,０５１万８,０００円、

支出済額の合計は２億２,４３３万２,０８５円で、予算現額に対する執行率は９７.３２％でございま

す。 

 次に、公共下水道事業特別会計でございます。２７３、２７４ページをお開き願います。 

 まず歳入でございます。右側、２７４ページの上から４段目をごらんください。第１款分担金及び負

担金、１項負担金、１目下水道事業費負担金、１節受益者負担金でございます。収入済額は２,２５０

万２,０９０円で、内訳は備考欄記載のとおりでございます。収入未済額は４１２万７,８２８円で、こ

れは受益者負担金９４人分でございます。 

 続きまして、同じページ中ほどでございます。第２款使用料及び手数料、１項使用料、１目１節下水

道使用料でございます。収入済額は２億８,９８５万７,０５５円で、内訳は備考欄記載のとおりでござ

います。不納欠損額は８万１,９２２円で、下水道使用料２６人分を不納欠損いたしました。収入未済

額は３１９万６８６円で、下水道使用料５３３人分の収入未済がございました。 

 続きまして、２７７、２７８ページをお開き願います。 

 右側、２７８ページ一番下をごらんください。公共下水道事業の歳入合計でございます。調定額の合

計は１１億６,２６５万４,６０８円、収入済額の合計は１１億５,５２５万４,１７２円で、調定額に対

する収入率は９９.３６％でございました。 

 続きまして、歳出でございます。２８３、２８４ページをお開き願います。 

 一番下の段をごらんください。公共下水道事業の歳出合計でございます。予算現額の合計は１１

億５,１８８万３,０００円、支出済額の合計は１１億３,６４６万１,８８０円で、予算現額に対する執

行率は９８.６６％でございました。 

 次に、農業集落排水事業特別会計でございます。２９３、２９４ページをお開き願います。 

 まず歳入でございます。第１款分担金及び負担金、右側、２９４ページの上から４段目になります。

第１款分担金及び負担金、１項分担金、１目１節農業集落排水事業費分担金でございます。収入済額

は４８４万９,１００円、内訳は備考欄記載のとおりでございます。次に、収入未済額は１７７

万１,０００円で、分担金延べ４８人分が収入未済となりました。 

 続きまして、同じページ、２９４ページ中ほど、第２款使用料及び手数料、１項使用料、１目１節農

業集落排水使用料でございます。収入済額は５,３１２万８,２３８円で、内訳は備考欄記載のとおりで

ございます。収入未済額は５２万５,８９２円で、使用料、実人数で６３人分の収入未済がございまし

た。 

 次のページ、２９５、２９６ページをお開き願います。 

 歳入の合計でございます。調定額の合計は３億１,６６１万１５７円で、収入済額の合計は３

億１,４３１万３,２６５円でございます。調定額に対する収入率は９９.２７％でございます。 

 続きまして、歳出でございます。２９９、３００ページをお開きください。 

 一番下の段、歳出合計でございます。予算現額の合計は３億８０１万９,０００円、支出済額の合計
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は３億３７９万９,３１８円で、予算現額に対する執行率は９８.６３％でございます。 

 続きまして、３０３、３０４ページをお開き願います。 

 一般会計、特別会計実質収支に関する調書でございます。実質収支額の各会計総合計額は、３０４ペ

ージ右下にありますように、６億２,９５０万８,０６９円で、黒字決算となりました。 

 なお、各会計の収支につきましては町長のほうから説明がありましたので、私のほうからは省略させ

ていただきます。 

 次に、３０７、３０８ページをお開き願います。 

 財産に関する調書でございます。１の公有財産（１）土地及び建物についてでございます。３０７ペ

ージ一番下の段、総合計欄をごらんください。土地につきましては、決算年度中増減高１,６８８平米

の増でございます。これは消防団詰所の整備に伴う用地取得、道路拡幅及び用途廃止、開発に伴う公園

緑地及びごみ集積所の町管理移管などに伴う増減でございます。建物につきましては、右側、３０８ペ

ージ一番下の段、右から２列目にございます、延べ面積合計の決算年度中増減高は合わせて１,６７８

平米の増でございます。これは、上三川小学校屋内運動場建て替えによる増と、旧消防詰所の道路拡幅

に伴う建物解体したことによる減でございます。 

 続きまして、次のページ、３０９ページをお開き願います。 

 （２）並木杉でございます。並木杉は決算年度中の増減はございませんでしたので、決算年度末現在

高は１本でございます。 

 次に（３）出資による権利についてでございます。表をごらんいただきまして、一番下の欄、公益信

託上三川町ふるさと人材育成奨学基金において、決算年度中増減高が１８７万８,１１７円の減となっ

ております。これは、主に学資給付によるもので、平成２８年度の奨学生人数は、大学生が６人、専門

学生等が１人で合計７人でございます。これらによりまして、出資による権利についての決算年度末現

在高の合計は１億４,５７９万２,８２２円となりました。 

 次に、３１０ページ、２の物品でございます。決算年度中増減高は表記載のとおりでございます。主

な内容といたしましては、表の下から３段目、消防無線機につきましては、防災行政無線整備に伴いま

して全てを処分し、その下の段で新たに消防行政無線機（移動系）を２６台、購入いたしております。 

 続きまして、次のページ、３１１、３１２ページをお開き願います。 

 ３の債権でございます。住宅新築資金等貸付金の決算年度中の増減高は１２万円でございます。１２

万円の返済がありました。内訳ですが、住宅新築資金貸付金と住宅取得資金貸付金に各６万円ずつの返

済でございます。決算年度末現在高は２,５２７万４,８００円でございます。 

 続きまして、４の基金でございます。総括の表をごらんください。現金につきましては、決算年度中

増減高は１０億３,３１３万４,７３８円の減でございます。これは、下の表に記載してあります、

（１）の財政調整基金から次のページ、３１３ページ（１２）生涯学習センター整備基金までの１２基

金における積み立て、繰り出し、利子積立の増減によるものでございます。 

 基金総括表に戻りまして、現金の決算年度末現在高は４３億４,８１３万６,５４４円でございます。

その下、印紙、証紙につきましては、個別の基金で、印紙等購買基金として旅券事務執行等に伴う印紙、

証紙の購入、売りさばきによる増減でございます。その下、土地につきましては決算年度中の増減はあ
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りませんでした。これによりまして、基金全体の決算年度末現在高は４３億４,９７３万８,５５４円と

なりました。 

 その下以降に書いてあります財政調整基金以下個別基金につきましては記載のとおりでありますので、

説明は省略させていただきます。 

 以上で、決算書の主な内容につきましての説明を終わります。 

○議長【津野田重一君】 上下水道課長。 

○上下水道課長【小林 実君】 続きまして、議案第７７号「平成２８年度上三川町水道事業会計剰余

金の処分及び決算の認定について」、ご説明申し上げます。 

 ３１９、３２０ページをお開きください。 

 決算報告書、（１）収益的収入及び支出の、まず収入についてごらんください。第１款水道事業収益、

決算額６億１,７２５万７,１８７円で、対前年度比１.２％の減でございます。第１項営業収益４

億８,２７３万５,３７８円につきましては、主に水道料金及び加入金等でございます。第２項営業外収

益１億３,４５２万１,８０９円につきましては、主に長期前受金戻入、及び一般会計からの補助金でご

ざいます。 

 次に、支出をごらんください。第１款水道事業費用、決算額５億２,６５７万１,２１０円で、対前年

度比３.１％の減でございます。第１項営業費用４億６,１９２万８,９９６円は、主に経常経費及び減

価償却費等でございます。第２項営業外費用６,４６３万７,２２４円は、企業債支払利息等でございま

す。 

 次のページ、３２１、３２２ページをお開きください。 

 （２）資本的収入及び支出の、まず収入についてご説明いたします。第１款水道事業収入、決算

額６,５５８万２,８００円で、対前年度比１４.５％の減でございます。主な収入でございますが、

第２項出資金５,３８６万円は、一般会計からの出資金でございます。第３項負担金１,１７２

万２,８００円は、消火栓設置及び下水道工事に伴う配水管布設替えの負担金でございます。 

 次に支出でございますが、第１款水道事業支出、決算額２億４,７７５万９,３１７円、対前年度

比５.５％の減でございます。第１項建設改良費１億２,１０４万３,８４３円は、配水管布設等の工事

請負費でございます。第２項企業債償還金１億２,６７１万５,４７４円は、企業債の元金償還金でござ

います。 

 なお、３２１ページの下段に表示されておりますが、決算額において資本的収入額が資本的支出額に

不足する額１億８,２１７万６,５１７円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額７３３

万９７７円、過年度分損益勘定留保資金１億７,４８４万５,５４０円をもって補填したものでございま

す。 

 続きまして、次のページ、３２３ページをお開きください。 

 平成２８年度上三川町水道事業損益計算書についてご説明申し上げます。この計算書は、水道事業

の１年間の収益と費用の状態を明らかにしたものを税抜きであらわしたものでございます。 

 まず、１の営業収益、合計、真ん中の列の上段になりますが、４億４,７７７万９,５４５円となりま

した。それに対しまして２の営業費用、合計、真ん中の列２段目になりますが、４億５,３８０
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万９,７４０円でございました。差し引いた営業利益は、右端の列の中段になりますが、６０３

万１９５円のマイナスでございます。 

 次に３の営業外収益、合計、真ん中の列、上から３段目になりますが、１億３,４０６万９,１０７円

となりました。それに対しまして、４の営業外費用、合計、真ん中列の 下段になります

が、４,４８６万４,４２４円でございました。また、経常利益は、右端の列の 下段になります

が、８,３１７万４,４８８円となりました。 

 続きまして、３２４ページに移ります。４行目の６の特別損失は、合計で４,６２１円でございまし

た。前ページの経常利益８,３１７万４,４８８円から特別損失の４,６２１円を差し引いた８,３１６

万９,８６７円が当年度の純利益となったものでございます。 

 続きまして、３２５、３２６ページをお開きください。 

 剰余金計算書についてご説明申し上げます。この計算書は、剰余金がその年度中にどのように増減、

変動したかの内容をあらわす報告書でございます。まず、３２５ページの表の上から２段目の資本剰余

金でございますが、表中の右端、上段の資本剰余金合計の前年度末残高が７,１２５万８,５４４円で、

当年度中の増減はありませんでしたので、当年度末残高は右端 下段のとおり同額でございます。 

 次に、３２６ページの利益剰余金についてでございますが、表の右端から３列目、前年度末未処分利

益剰余金、上から１行目、７,４１６万５,８５５円につきましては、全額を減債積立金に積み立てるも

のでございます。７行目の処分後残高は、左列から、減債積立金５億８６５万５,７０８円、利益積立

金２,０００万円、建設改良積立金１億７,６８６万５,６２３円となりました。また、右から３列目の

一番下、当年度末の未処分利益剰余金は８,３１６万９,８６７円となり、右から２列目の一番下、当年

度末の利益剰余金合計残高は７億８,８６９万１,１９８円となりました。 

 続きまして３２７ページをお開きください。 

 平成２８年度上三川町水道事業剰余金処分計算書（案）でございますが、表の右端の２行目、当年度

末未処分利益剰余金８,３１６万９,８６７円の処分につきましては、議会の議決案件でございます。処

分内容は、当年度純利益８,３１６万９,８６７円を減債積立金へ積み立てるものでございます。 

 次に、３２８ページのキャッシュ・フロー計算書についてご説明申し上げます。 

 キャッシュ・フロー計算書とは、企業の一定期間内における実際の現金預金の流れをあらわしたもの

でございます。１の業務活動によるキャッシュ・フローは、本業によって得たキャッシュの増減をあら

わしますが、主に水道料金と維持管理費の収支で得た３億２,６９１万９,４５３円でございます。２の

投資活動によるキャッシュ・フローでございますが、本業で得たキャッシュをどのように投資に充てた

かをあらわすもので、マイナス１億２０１万７,０３４円でございます。３の財政活動によるキャッシ

ュ・フローでございますが、財務活動によりキャッシュがどれだけ増減したかをあらわし、主に借入金

等の返済や増加などでマイナス７,２８５万５,４７４円でございます。平成２８年度末の資金増減額

は、４の１億５,２０４万６,９４５円の増加となり、昨年度末残高と合わせました６の資金期末残高

は１９億１,８９５万５５円でございます。 

 続きまして、３２９ページをお開きください。 

 貸借対照表についてご説明申し上げます。この表は水道事業の財政状況を明らかにするため、２８年
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度末における全ての資産、負債及び資本を総括的に示すものでございます。まず、資産の部でございま

すが、１の固定資産では、（１）の有形固定資産と（２）の無形固定資産との合計が、一番右の列の中

下段になりますが、７８億１,７２８万１１５円となりました。２の流動資産合計は、一番右の列の下

から２段目となりますが、１９億６,４７５万５,７９９円で、固定資産と流動資産を合わせた資産合計

は、右端の列の一番下、９７億８,２０３万５,９１４円となりました。 

 次の３３０ページに移ります。負債の部についてでございますが、３の固定負債の合計、一番右の列

の上段になりますが、１６億２,１５８万５,６８２円となりました。次に４の流動負債の合計は、一番

右の列の上から２段目になりますが、１億７,３１８万３,０１７円となりました。次に５の繰延収益の

合計は、一番右の列の上から３段目になりますが、１６億７,９８９万３,５３０円で、３の固定負債

と４、流動負債、５、繰延収益を合わせた負債合計は、一番右の列の上から４段目になりますが、３４

億７,４６６万２,２２９円となりました。 

 次に資本の部でありますが、６の資本金合計は、一番右の列の上から５段目になりますが、５４

億４,７４２万３,９４３円となりました。次に、７の剰余金につきましては、さきの剰余金計算書でご

説明申し上げましたとおり、資本剰余金が、真ん中の列の 下段になりますが、７,１２５万８,５４４

円でございます。 

 次のページ、３３１ページをお開きください。 

 利益剰余金の合計は、真ん中の列の下から４段目になりますが、７億８,８６９万１,１９８円となり、

資本剰余金と利益剰余金を合わせた剰余金の合計は、一番右の列の１段目になりますが、８

億５,９９４万９,７４２円となりました。６、資本金と７、剰余金を合わせた資本合計は、一番右の列

の２段目になりますが、６３億７３７万３,６８５円となりました。また、資本合計と負債合計を合わ

せた負債資本合計は、一番右列の 下段になりますが、９７億８,２０３万５,９１４円となり、この額

は、２ページ前の３２９ページの資産合計と同額になるものでございます。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【津野田重一君】 会議途中ですが、ここで１５分間休憩いたします。 

午後１時５３分 休憩 

 

午後２時０７分 再開 

○議長【津野田重一君】 休憩前に復しまして会議を開きます。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【津野田重一君】 提案理由の説明が終わりましたので、ここで監査委員の審査意見を求めます。 

 舘野代表監査委員。 

（代表監査委員 舘野治信君 登壇） 

○代表監査委員【舘野治信君】 お手元に配付されております資料の「平成２８年度上三川町一般会計、

特別会計歳入歳出決算及び水道事業会計決算並びに基金の運用状況等の審査意見書」についてご報告い

たします。 
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 朗読を省きまして主な内容についてご説明いたしますので、ご了承をお願いいたします。 

 意見書の１ページでございます。１の審査の対象から４の審査の結果でありますが、審査の対象は、

平成２８年度の一般会計、特別会計及び水道事業会計の決算書、事項別明細書等であります。 

 審査は、事前の書類審査の後、８月１７日、１８日の２日間、石﨑監査委員とともに各課ヒアリング

を行いました。 

 審査の方法でありますが、決算関係帳簿のほか、内容確認のため、関係職員に対する質問と、平

成２８、２９年度の例月現金出納検査及び平成２８年度の定例監査の結果等も参考にいたしました。 

 審査の結果につきましては、一般会計、特別会計の決算書、帳簿類を照合したところ正確であり、そ

れぞれの目的に従って執行され、内容も適正であると認められました。 

 水道事業の会計決算につきましても、決算関係帳簿を審査した結果、適正なものと認められました。

また、財産に関する調書についても適正に処理されておりました。 

 本町の財政全般を見た場合、財政指標はおおむね、よい値を示しており、また、起債残高も減少して

きております。しかしながら、平成２７年度、７０.１％まで回復した経常収支比率が、町民税の減収

により９６.３％となり、一気に悪化してしまいました。これは、財政構造の硬直化を示すものであり、

高どまりが続くようだと、財政運営が著しく困難なものになるため、早急な対策が必要であります。適

正な財政運営のためにも、歳入を中期的に予測し、計画的な財源確保策を講じるとともに、歳出におい

ては、町単独事業の抜本的な見直し、総合的な検証を図っていただきたいと存じます。 

 また、国民健康保険事業、介護保険事業、後期高齢者医療事業についてでございますが、事業の健全

な運営のためには、給付費を抑制しなければなりません。そのためにも、先進地のさまざまな取り組み

を研究し、健康づくり、病気・介護予防等の事業推進に大いに期待をいたします。 

 会計全般として、歳出においては、過大な見積もりと思われる予算積算の結果、多額の不用額が生じ

ている場合もありますので、支出額をより的確に予測するとともに、必要な減額補正を行う等、適切な

予算執行に努めていただきたいと存じます。 

 ５の決算の概要についてご説明いたします。 

 （１）の総括でございます。決算額は、一般会計と各特別会計を合わせ、歳入総額で１８７

億１,８０２万９,９２１円、歳出総額で１７９億５,７９９万５,９７２円となっております。一般会計

の実質収支額は３億１,４０７万５,０９２円、特別会計の実質収支額は３億１,５４３万２,９７７円で、

いずれも黒字決算を計上しております。 

 なお、各会計の決算額は表１のとおりでございます。 

 ３ページでございます。（２）の一般会計についてご説明します。アの歳入についてでございますが、

総額１１３億１,６９０万３,０６９円で、前年度と比較しますと６億１,２４９万８,５４４円の減とな

っております。自主財源は７９億１,５９２万５,８２３円、構成比では６９.９％となっており、うち

町税は５７億２,５８６万８,１７４円であります。町税の徴収率は９６.２％で、前年度と比較します

と１.０ポイント低下しており、徴収率の向上の努力を求めるものであります。 

 歳入全体としては、依然として他団体に比べ自主財源比率は高いものの、財政構造の硬直化が進んで

おりますので、中期的計画に基づいた財源の確保に努めていただきたいと思います。 
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 ４ページでございます。イの歳出についてでございますが、総額は１０８億７,２３０万２,０９７円、

前年度と比較しますと４億３,１３１万２,４４２円の減となっております。構成比では、民生

費３３.３％、総務費１５.５％、教育費１４.９％の順になっております。 

 ５ページになります。（３）の特別会計についてご説明します。 

 アの国民健康保険事業でございますが、歳入総額は３６億３,４４０万１,９４１円、歳出総額は３４

億９,３６１万５,７２９円で、歳入歳出差引額は１億４,０７８万６,２１２円となっております。歳入

の保険税の徴収率は７１.０％で、前年度と比較しますと１.６ポイント低下しております。 

 歳出の保険給付費は２０億５,８４９万１,４７６円で、前年度と比較すると１億８５万５３４円の減

となっております。引き続き、保険税の収入未済額の解消、徴収率の向上、また、保険給付費の抑制に

努力を求めるものであります。 

 イの介護保険事業でございますが、歳入総額は２０億６,６２１万３,７０３円、歳出総額は１９

億２,７４８万４,８６３円で、歳入歳出差引額は１億３,８７２万８,８４０円となっております。保険

料の収入未済額が年々増加しておりますので、要因を詳細に分析し、解消に向け努力を求めるものであ

ります。 

 ウの後期高齢者医療でございますが、歳入総額は２億３,０９４万３,７７１円、歳出総額２

億２,４３３万２,０８５円、歳入歳出差引額は６６１万１,６８６円となっております。保険料の収入

未済額が前年度に比べ倍増しておりますので、要因を詳細に分析し、解消に向け努力を求めるものであ

ります。 

 ６ページでございます。エの公共下水道事業でございますが、歳入総額は１１億５,５２５

万４,１７２円、歳出総額は１１億３,６４６万１,８８０円、歳入歳出差引額は１,８７９万２,２９２

円となっております。公共下水道の普及率は７７.５％、接続率は８７.０％でありますが、今後もそれ

ぞれの率の向上を求めるものであります。 

 オの農業集落排水事業でございますが、歳入総額は３億１,４３１万３,２６５円、歳出総額は３

億３７９万９,３１８円、歳入歳出差引額は１,０５１万３,９４７円となっております。農業集落排

水４処理地区間における接続率には大きな差があり、接続率の低い地区への対策が必要であります。 

 （４）の水道事業会計についてご説明いたします。 

 収益的収支では、純利益が８,３１６万９,８６７円でありますが、今後も配水管布設工事、企業債元

利償還があることから、給水区域内の接続推進に努め、健全経営への努力が必要であります。給水状況

でございますが、給水人口は２万７,５２３人で、行政区域内普及率は８７.７％でございます。普及率

及び給水原価は、まだ改善の余地があると思われますので、一層の努力をお願いします。 

 ７ページでございます。（５）の財産について、主なものをご説明いたします。まず、アの公有財産、

（ア）の土地及び建物についてでございますが、土地は９３万３,３６６㎡で、消防団詰所整備のため

の用地取得等により、前年度より１,６８８㎡の増、建物は１０万３,７０７㎡で、上三川小学校体育館

建設等により前年度より１,６７４㎡の増でありました。 

 ８ページでございます。エの基金についてでございますが、平成２８年度末現在、基金として積み立

てがあるものは１２基金で、総額４３億４,９７３万８,５５４円で、前年度より１０億３,３２３
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万５,３６８円の減となっております。今後も、条例に基づいて適正な処理を求めるものであります。 

 （６）の町債の状況についてご説明いたします。平成２８年度末の町債残高は、一般会計６９

億９,７８９万８,０００円、公共下水道事業関連特別会計５６億８,７９３万３,０００円、農業集落排

水事業特別会計２９億５,３４２万４,０００円。また、水道事業会計における企業債残高は１７

億１,４９５万４,０００円となっております。 

 一般会計、特別会計、水道事業会計を合計した町債・企業債の残高は１７３億５,４２０万９,０００

円で、前年度と比較すると６億３,６８３万９,０００円の減となっております。引き続き適切な管理を

お願いいたします。 

 ９ページでございます。（７）の財政指標の状況についてご説明します。アの財政力指数は３カ年平

均で０.９９６で、前年度より０.０８３ポイント上昇しております。 

 なお、単年度ベースでは１.１６０で、前年度より０.２４２ポイント上昇し、７年ぶりに１.０を上

回り、普通交付税の不交付団体となっております。 

 イの経常収支比率は９６.３％で、前年度より２６.２ポイント上昇しております。 

 ウの実質公債費比率は５.３％で、前年度より１.１ポイント低下しております。 

 エの将来負担比率は、充当可能財源等が将来負担額を上回るため、算定されませんでした。 

 以上、決算審査の概要でございます。 

 決算審査の詳細につきましては、審査意見書をご参照いただきたいと存じます。 

 後に、先ほど述べましたとおり、経常収支比率が９６.３％と前年度から２６.２ポイントも悪化し、

財政構造の硬直化を示す値となっております。この対応のためにも、歳入においては中期的な計画に基

づいた財源計画、歳出においては、町単独事業の抜本的な見直し、総合的な検証をし、将来を見据えた

安定した財政運営が図られることをお願いいたしまして、決算審査の報告を終わります。 

○議長【津野田重一君】 これから質疑を行います。 

 初に、議案第７１号「平成２８年度上三川町一般会計歳入歳出決算の認定について」の質疑をお願

いいたします。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【津野田重一君】 質疑なしと認めます。これで議案第７１号の質疑を終わります。 

 次に、議案第７２号「平成２８年度上三川町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て」から議案第７７号「平成２８年度上三川町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について」ま

でにつきましては、一括して質疑をお願いいたします。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長【津野田重一君】 質疑なしと認めます。これで議案第７２号から議案第７７号までの質疑を終

わります。 

 お諮りいたします。ただいま上程中の議案第７１号から議案第７７号までについて、議会運営委員長

報告のとおり、決算特別委員会を設置し、これに付託して審査することにしたいと思いますが、ご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○議長【津野田重一君】 異議なしと認めます。したがって、決算特別委員会を設置し、これに付託し、

審査することに決定いたしました。 

 委員の定数につきましては、各常任委員会から３人の計６人及び副議長とし、７人をもって構成した

いと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長【津野田重一君】 異議なしと認めます。したがって、委員の定数は７人と決定いたしました。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【津野田重一君】 ここで、各常任委員会からの委員選考のため、暫時休憩いたします。 

 この間に各常任委員会で協議し、３人の委員を選考してください。 

午後２時２５分 休憩 

 

午後２時２８分 再開 

○議長【津野田重一君】 休憩前に復して会議を再開いたします。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【津野田重一君】 各常任委員会における決算特別委員会委員の選考結果について、これより、

委員長の報告を求めます。 

 初めに、総務文教常任委員長の報告を求めます。総務文教常任委員長、７番、髙橋正昭君。 

○７番・総務文教常任委員長【髙橋正昭君】 委員長の髙橋正昭、副委員長の松本 清、委員の生出慶

一、３人であります。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 次に、産業厚生常任委員長の報告を求めます。産業厚生常任委員長、８番、

稲川 洋君。 

○８番・産業厚生常任委員長【稲川 洋君】 委員長、私、稲川、副委員長の稲葉 弘議員並びに宇津

木宣雄委員の３名を選出しました。 

○議長【津野田重一君】 決算特別委員会委員の選任についてお諮りいたします。 

 総務文教常任委員会、髙橋正昭君、松本 清君、生出慶一君、産業厚生常任委員会、稲川 洋君、稲

葉 弘君、宇津木宣雄君、以上６人に副議長を加え、７人の委員を指名したいと思います。ご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長【津野田重一君】 異議なしと認めます。したがって、ただいま指名した委員を選任することに

決定いたしました。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【津野田重一君】 ここで決算特別委員会の正副委員長の互選のため暫時休憩いたします。委員

に選任された方は応接室にお集まりください。 

午後２時３０分 休憩 
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午後２時３４分 再開 

○議長【津野田重一君】 休憩前に復して会議を再開いたします。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【津野田重一君】 正副委員長の互選の結果について、代表者より報告を求めます。１３番、松本

清君。 

○１３番【松本 清君】 委員長に髙橋正昭委員、副委員長に生出慶一委員と決定したので報告いたし

ます。 

 以上です。 

○議長【津野田重一君】 ただいまの報告のとおり、委員長に髙橋正昭君、副委員長に生出慶一君と決

定いたしました。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【津野田重一君】 日程第２６、陳情第４号「農業者戸別所得補償制度の復活をもとめる陳情」

については、お手元の請願陳情文書表のとおり所管の委員会に付託いたします。 

 お諮りいたします。会議規則第４６条第１項の規定により、常任委員会に付託しました議案第６０号

から議案第６４号まで、及び陳情第４号については、９月１２日までに、決算特別委員会に付託しまし

た議案第７１号から議案第７７号までについては９月１９日までに審査を終了するよう、それぞれ期限

をつけることにしたいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長【津野田重一君】 異議なしと認めます。したがって、議案第６０号から議案第６４号まで、及

び陳情第４号については９月１２日までに、議案第７１号から議案第７７号までについては９月１９日

までに審査を終了するよう期限をつけることに決定いたしました。 

    ────────────────────────────────────── 

○議長【津野田重一君】 本日はこれで散会といたします。ご苦労さまでした。 

 なお、明日は午前１０時から一般質問を行います。 

午後２時３６分 散会 


